
令 和 ３ 年
３月30日
（火曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
規
則

興
行
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
生
活
衛
生
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
口
県
希
少
野
生
動
植
物
種
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
自
然
保
護
課
）

二

…
…
…
…
…
…

歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
健
康
増
進
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

介
護
保
険
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
長
寿
社
会
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
口
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課
）

三

…
…
…
…

山
口
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課
）
…
…
…
三

○
訓
令

山
口
県
公
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
学
事
文
書
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

規

則

興
行
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
五
十
号

興
行
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

興
行
場
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
九
年
山
口
県
規
則
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
営
業
者
か
ら
興
行
場
営
業
を
譲
り

受
け
た
場
合
で
あ
つ
て
、
既
に
所
轄
保
健
所
長
に
提
出
さ
れ
て
い
る
当
該
書
類
の
内
容
に
変
更
が
な

い
と
き
は
、
そ
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
第
一
号
中
「
戸
籍
謄
本
」
の
下
に
「
又
は
不
動
産
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第

十
八
号
）
第
二
百
四
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
定
相

続
情
報
一
覧
図
の
写
し
」
を
加
え
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
⟹表
中
「は

り
付
け
欄

」
を
「貼

付
け
欄

」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
り
、

「構造設備

敷
地

面
積

㎡
建
物
の
構
造

造
階
建

建
築

面
積

㎡
天
井
の
高
さ
最
低

ｍ

延
べ

面
積

㎡
換

気
設

備
１
自
然
換
気
設
備

２
機
械
換
気
設
備

３
空
気
調
和
設
備

占
有

面
積

い
す

席
座

り
席

立
見

席
そ

の
他

㎡
㎡

㎡
㎡

定
員

人
床

材
質

最
下
階
の
床
の
高
さ

ｍ

照
度

ル
ク
ス

映
写
、
演
技
等
を

行
つ
て
い
る
場
合

ル
ク
ス

い
す

の
幅

ｍ

洗
面
所
の
使
用
水

の
種
類

１
水
道
水

２
そ
の
他
（

）

便所

種
類

１
水
洗
式

２
く
み
取
り
式

便
器
数
男
子
用
大
便
器

個
兼
用
便
器

個
小
便
器

個
合
計

個
女
子
用
兼
用
便
器

個

」
を

「

に

改

構造設備

敷
地

面
積

㎡
建
物
の
構
造

造
階
建

建
築

面
積

㎡
天
井
の
高
さ
最
低

ｍ

延
べ

面
積

㎡
換

気
設

備
１
自
然
換
気
設
備

２
機
械
換
気
設
備

３
空
気
調
和
設
備

占
有

面
積

椅
子

席
座

り
席

立
見

席
そ

の
他

㎡
㎡

㎡
㎡

定
員

人
床

材
質

最
下
階
の
床
の
高
さ

ｍ

照
度

ル
ク
ス

映
写
、
演
技
等
を

行
つ
て
い
る
場
合

ル
ク
ス

椅
子

の
幅

ｍ

洗
面
所
の
使
用
水

の
種
類

１
水
道
水

２
そ
の
他
（

）

便所

種
類

１
水
洗
式

２
く
み
取
り
式

便
器
数
男
子
用
大
便
器

個
兼
用
便
器

個
小
便
器

個
合
計

個
女
子
用
兼
用
便
器

個

一
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興
行
場
法
施
行
細
則

第
２
条
た
だ
し
書
の

規
定
の
適
用
を
受
け

る
と
き
は
、
興
行
場

営
業
の
譲
渡
人
の
署

名

」

め
、
同
様
式
の
⟹裏
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
し
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
「
興
行
場
法
施
行
細
則
第
２
条
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
と
き
は
、
興
行
場
営
業
の
譲
渡
人

の
署
名
」
欄
は
、
興
行
場
営
業
を
譲
り
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
た
と
き
は
、
署
名
す
る
こ

と
を
要
し
な
い
こ
と
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「㊞
」
を
削
り
、
同
様
式
の
添
付
書
類
⚑
中
「戸

籍
謄
本

」
を
「戸

籍
謄
本
又

は
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
⚒
を
削
り
、
同
注
⚑
を
同
注
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
希
少
野
生
動
植
物
種
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
五
十
一
号

山
口
県
希
少
野
生
動
植
物
種
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
希
少
野
生
動
植
物
種
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
山
口
県
規
則
第
百
四
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
署
名
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
四
号
カ
中
「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
ム
中
「
第
二
条
第

十
項
」
を
「
第
二
条
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
号
ナ
中
「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
ウ
中
「
第
二

条
第
一
項
第
十
六
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
十
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
ロ
中
「
第
二
十
二
条

の
十
一
第
一
号
」
を
「
第
六
十
三
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二

十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
六
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
十
六
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
十
八
号
」
に
改
め

る
。第

二
十
七
条
第
一
号
ト
中
「
郵
便
窓
口
業
務
の
委
託
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
簡
易
郵
便
局
法
」

に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
ニ
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」

を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
し
、
⚔
か
ら
⚖
ま
で

を
⚓
か
ら
⚕
ま
で
と
す
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
⚒
を
削
り
、
同
注
⚑
を
同
注
と
す
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
し
、
⚔
か
ら
⚗
ま
で

を
⚓
か
ら
⚖
ま
で
と
す
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
し
、
⚔
か
ら
⚖
ま
で

を
⚓
か
ら
⚕
ま
で
と
す
る
。

別
記
第
八
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
し
、
⚔
か
ら
⚖
ま
で

を
⚓
か
ら
⚕
ま
で
と
す
る
。

別
記
第
九
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
し
、
⚔
を
⚓
と
し
、

⚕
を
⚔
と
す
る
。

別
記
第
十
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
し
、
⚔
か
ら
⚗
ま
で

を
⚓
か
ら
⚖
ま
で
と
す
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
し
、
⚔
を
⚓
と
す

る
。別

記
第
十
三
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
（
そ
の
一
）
の
注
中
⚑
を
削
り
、
⚒

を
⚑
と
し
、
⚓
か
ら
⚕
ま
で
を
⚒
か
ら
⚔
ま
で
と
し
、
同
様
式
（
そ
の
二
）
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様

式
（
そ
の
二
）
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
し
、
⚔
か
ら
⚖
ま
で
を
⚓
か
ら
⚕
ま
で
と
す
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
⚑
を
削
り
、
⚒
を
⚑
と
し
、
⚓
か
ら
⚕
ま

で
を
⚒
か
ら
⚔
ま
で
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
五
十
二
号

歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
八
年
山
口
県
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

七
条
及
び
第
八
条
を
削
る
。

二
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第
九
条
第
一
項
中
「
省
令
第
一
条
の
三
第
一
項
、
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
の
二
又
は
第
四
条
の
三

の
規
定
に
よ
る
」
を
「
歯
科
技
工
士
法
施
行
令
第
一
条
の
二
、
第
三
条
第
二
項
、
第
五
条
第
二
項
又
は

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
を
経
由
し
て
提
出
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
別
記
第
四
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
及
び
別
記
第
六
号
様
式
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

介
護
保
険
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
五
十
三
号

介
護
保
険
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

介
護
保
険
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
山
口
県
規
則
第
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

記
第
一
号
様
式
か
ら
別
記
第
五
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「㊞
」
を
削
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
す
る
。

別
記
第
六
号
様
式
の
二
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
し
、
⚔
を
⚓
と

す
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
⚒
を
削
り
、
同
注
⚑
を
同
注
と
す
る
。

別
記
第
七
号
様
式
の
二
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
す
る
。

別
記
第
八
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
⚒
を
削
り
、
⚓
を
⚒
と
す
る
。

別
記
第
九
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
⚒
を
削
り
、
同
注
⚑
を
同
注
と
す
る
。

別
記
第
十
号
様
式
か
ら
別
記
第
十
二
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
を
削
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
十
五
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
⚒
を
削
り
、
同
注
⚑
を
同
注
と
す
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
⚒
を
削
り
、
同
注
⚑
を
同
注
と
す
る
。

別
記
第
十
七
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
⚒
を
削
り
、
同
注
⚑
を
同
注
と
す
る
。

別
記
第
十
八
号
様
式
及
び
別
記
第
十
九
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
五
十
四
号

山
口
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
山
口
県
規
則
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
添
付
書
類
⚓
中
「第

13条
第
⚒
項

」
を
「第

14条
第
⚒
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
中
⚔
を
削
り
、
⚕
を
⚔
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
⟹表
中
「は

り
付
け
欄

」
を
「貼

付
け
欄

」
に
改
め
、
同
様
式
の
⟹裏
の
沿
岸
漁
業

改
善
資
金
借
用
証
書
特
約
条
項
第
一
条
中
「一

に

」
を
「い

ず
れ
か
に

」
に
改
め
、
同
様
式
の
⟹裏
の
沿

岸
漁
業
改
善
資
金
借
用
証
書
特
約
条
項
第
二
条
第
一
項
中
「確

認
印
を
押
印
し
た

」
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
（
そ
の
一
）
の
注
⚕
中
「確

認
印
を
押

印
し
た

」
を
削
り
、
同
様
式
（
そ
の
二
）
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
五
十
五
号

山
口
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
（
平
成
十
五
年
山
口
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

貸
付
金
の
償
還
期
間
（
据
置
期
間
を
含
む
。
）
は
、
十
年
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
資
金
の
償
還
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
八
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
資
金

十

三

山 口 県 報令和３年３月30日 火曜日 （号 外−13）



二
年
以
内

二

林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
（
昭
和
五

十
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
九
条
に
規
定
す
る
資
金

十
二
年
以
内

三

木
材
の
安
定
供
給
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
八
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第
十
五
条

に
規
定
す
る
資
金

十
二
年
以
内

四

森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第

十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
資
金

十
二
年
以
内

五

連
携
促
進
法
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
資
金

十
二
年
以
内

六

農
林
漁
業
有
機
物
資
源
の
バ
イ
オ
燃
料
の
原
材
料
と
し
て
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
九
条
に
規
定
す
る
資
金

十
二
年
以
内

七

公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
三
十

六
号
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る
資
金

十
二
年
以
内

八

六
次
産
業
化
法
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
資
金

十
二
年
以
内

九

林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
七
条
に
規
定

す
る
資
金

十
五
年
以
内

⚒

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
資
金
で
あ
っ
て
森
林
経
営
管
理
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第

三
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
林
業
経
営
者
が
貸
付
け
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
の
同
号
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
十
二
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
十
五
年
」
と
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

⚓

貸
付
金
の
据
置
期
間
は
、
三
年
以
内
（
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ

る
資
金
に
あ
っ
て
は
、
五
年
以
内
）
と
す
る
。

第
六
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⚒

前
項
の
資
金
の
据
置
期
間
は
、
四
年
以
内
（
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
八

号
に
掲
げ
る
資
金
の
貸
付
け
の
業
務
に
必
要
な
資
金
に
あ
っ
て
は
、
六
年
以
内
）
と
す
る
。

第
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
山
村
振
興
法
第
八
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
五
条
第
一
項

第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
、
「
同
法
」
を
「
山
村
振
興
法
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
木
安
法
第
十
五

条
に
規
定
す
る
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
」
に
、
「
木
安
法
第
四
条
第
四
項
」
を
「
木

材
の
安
定
供
給
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
四
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
間
伐
特

措
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
」
に
、
「
間
伐
特
措

法
」
を
「
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
連
携

促
進
法
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
第

五
号
中
「
農
林
漁
業
有
機
物
資
源
の
バ
イ
オ
燃
料
の
原
材
料
と
し
て
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

九
条
に
規
定
す
る
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
」
に
、
「
同
法
」
を
「
農
林
漁
業
有
機
物

資
源
の
バ
イ
オ
燃
料
の
原
材
料
と
し
て
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

「
公
共
建
築
物
木
材
利
用
促
進
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
」

に
、
「
公
共
建
築
物
木
材
利
用
促
進
法
」
を
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
六
次
産
業
化
法
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
五
条
第

一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
資
金
で
あ
っ
て
森
林
経
営
管
理
法
第
三
十
七
条
第
四
項
に
規

定
す
る
林
業
経
営
者
が
貸
付
け
を
受
け
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
経
営

管
理
実
施
権
の
設
定
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
写
し

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
添
付
書
類
⚒
中
「第

⚔
条
第
⚔
項

」
を
「第

⚔
条

第
⚕
項

」
に
改
め
、
同
添
付
書
類
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

９
林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
第
９
条

に
規
定
す
る
資
金
で
あ
っ
て
森
林
経
営
管
理
法
第
37条

第
４
項
に
規
定
す
る
林
業
経
営
者
が
貸

付
け
を
受
け
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
経
営
管
理
実
施
権
の
設
定
を

受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
写
し

別
記
第
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
の
⟹表
中
「は

り
付
け
欄

」
を
「貼

付
け
欄

」
に
改
め
、
同
様
式
の
⟹裏
の
林
業
・
木

材
産
業
改
善
資
金
借
用
証
書
特
約
条
項
第
一
条
中
「一

に

」
を
「い

ず
れ
か
に

」
に
改
め
、
同
様
式
の

⟹裏
の
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
借
用
証
書
特
約
条
項
第
三
条
第
一
項
中
「確

認
印
を
押
印
し
た

」

を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
別
紙
中
「 

」
を
削
り
、
同
別
紙
の
注
⚕
中
「確

認
印
を
押
印
し
た

」
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
及
び
別
記
第
六
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令

山
口
県
訓
令
第
十
号

庁

中

一

般

各
出
先
機
関

山
口
県
公
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

四
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令
和
三
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
公
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
口
県
公
文
書
取
扱
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
山
口
県
訓
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

次
に
掲
げ
る
文
書
を
発
送
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
文
書
に
公
印
を
押
す
も
の
と
す
る
。

一

法
令
、
条
例
、
規
則
そ
の
他
の
規
程
に
よ
り
公
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
書

二

行
政
処
分
に
関
す
る
文
書
そ
の
他
の
権
利
義
務
に
関
す
る
文
書

三

事
実
証
明
に
関
す
る
文
書
（
軽
易
な
も
の
を
除
く
。
）

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
印
を
押
す
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
文
書

第
三
十
五
条
中
「
記
入
し
、
押
印
し
て
お
か
な
け
れ
ば
」
を
「
記
入
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「受

領
者
印

」
を
「受

領
者

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「取

扱
者
印

」
を
「取

扱
者

」
に
、
「受

領
者
印

」
を
「受

領
者

」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

四
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令
和
三
年
三
月
三
十
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
三
年
三
月
三
十
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


